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若
鮎
の
二
手
に
な
り
て
上
り
け
り　
　
　

子
規

　

早
春
の
候　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
酉
年
で
す
。「
酉
」
と
い
う
漢
字
に
は
成
熟
、

実
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
商
売

繁
盛
や
幸
運
を
ト
リ
込
む
な
ど
縁
起
の
良
い
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
は
、
実
り
多
い
幸
せ
な
年

に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
本
校
に

保
管
さ
れ
て
い
る
歴
史
資
料
の
整
理
作
業
を
し
ま
し

た
。
蔵
書
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
の
耐
久
舎
時
代
、

有
田
高
女
、
旧
制
耐
久
高
校
、
耐
久
高
校
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
作
業
は
、
清
水
校
長
が
打
ち
出
し
た
「
耐

久
リ
バ
ー
ス
」
の
一
環
と
し
て
、
耐
久
の
１
６
０
年

以
上
の
歴
史
を
こ
れ
ら
の
蔵
書
か
ら
見
つ
め
直
す
と

同
時
に
、
蔵
書
が
津
波
被
害
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
に

上
階
へ
移
動
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

和
歌
山
大
学
の
橋
本
特
任
準
教
授
、
県
立
文
書
館

の
藤
主
査
・
須
山
副
主
査
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
浜

田
客
員
研
究
員
、
和
大
の
学
生
、
本
校
の
先
生
方
や

生
徒
、
同
窓
会
役
員
な
ど
数
十
名
が
数
回
作
業
を
し

ま
し
た
。
今
後
も
作
業
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
年
は「
本
部
及
び
有
田
耐
久
会
総
会
」の
年
で
す
。

会
員
の
皆
様
は
、
こ
の
機
会
に
「
耐
久
史
学
館
」
や

蔵
書
の
見
学
に
、
是
非
母
校
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

　

今
、
本
校
で
は
校
長
は
じ
め
先
生
方
が
一
丸
と
な

り
、「
耐
久
リ
バ
ー
ス
」
の
学
校
改
革
に
全
力
を
上
げ

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
同
窓
会
役
員
と
致
し
ま

し
て
は
、
出
来
る
限
り
の
応
援
と
協
力
を
す
る
所
存

で
す
。

　

本
年
も
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
旧
交
を
温
め
、
さ

ら
に
「
関
東
・
関
西
・
和
歌
山
・
有
田
耐
久
会
」
と

の
交
流
を
よ
り
深
め
て
、
楽
し
く
魅
力
あ
る
同
窓
会

と
な
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

同窓会活動報告

学校所蔵歴史資料整理作業（学校）
（8/10･23･9/19･22） 
会報編集委員会（学校）
関西耐久会総会（ホテル大阪ベイタワー）
組織強化支援事業高37期同窓会（鮎茶屋）
第 2回「志学ゼミ」（学校）
稲むらの火まつり（広川町役場～八幡神社）
四役会（学校）
耐久リバースを支援する会（学校）
会報編集委員会（学校）

組織強化支援事業高65期同窓会（橘家）
本部・有田耐久会役員新年会
会報編集委員会（学校）
卒業生クラス代表との懇談会（学校）
第 6９回卒業証書授与式

学校所蔵歴史資料整理作業（学校）
（8/10･23･9/19･22） 
会報編集委員会（学校）
関西耐久会総会（ホテル大阪ベイタワー）
組織強化支援事業高37期同窓会（鮎茶屋）
第 2回「志学ゼミ」（学校）
稲むらの火まつり（広川町役場～八幡神社）
四役会（学校）
耐久リバースを支援する会（学校）
会報編集委員会（学校）

組織強化支援事業高65期同窓会（橘家）
本部・有田耐久会役員新年会
会報編集委員会（学校）
卒業生クラス代表との懇談会（学校）
第 6９回卒業証書授与式
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同
窓
会
長    

大 

西 

義 

弘
（
高
16
期
）

ご　

あ　

い　

さ　

つ

支
部
連
絡
先

 和歌山耐久会 
会　長　田　辺　善　彦
〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2

田辺法律事務所
Tel  073-431-2801

 関 西 耐 久 会 
副会長　西　田　賢一郎
幹事長　地　引　民　子

〒563-0017  大阪府池田市伏尾台 3-8-1
Tel  072-753-1219

 関 東 耐 久 会 
会　長　大　野　博　司

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 有 田 耐 久 会 
会　長　吉　松　敏　隆

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://taikyukai .net/
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海
外
29
ヵ
国
の
高
校
生
（
若

き
津
波
防
災
大
使
）
に
よ
る
高

校
生
サ
ミ
ッ
ト
が
高
知
県
で
開

催
さ
れ
、
そ
の
事
前
学
習
と
し

て
、
11
月
24
日
（
木
）、
津
波

防
災
に
関
す
る
「
ス
タ
デ
ィ
ツ

ア
ー
」
が
本
校
で
行
わ
れ
た
。

16
ヵ
国
１
２
７
名
の
海
外
高
校

生
が
訪
れ
た
こ
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
は
、
本
校
創
始
者
濱
口
梧
陵

先
生
の
遺
徳
に
よ
る
国
連
「
世

界
津
波
の
日
」
制
定
と
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
。

　

午
前
中
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

全
校
生
徒
に
よ
る
歓
迎
ア
セ
ン

ブ
リ
ー
。
生
徒
に
よ
る
英
語
で

の
司
会
、
歓
迎
ス
ピ
ー
チ
、
基

調
発
表
、
そ
し
て
吹
奏
楽
部
の

演
奏
や
学
校
生
活
の
紹
介
な
ど
、

海
外
生
徒
に
耐
久
高
校
を
存
分

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内
容
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
体
験
型
の
防
災
ス

ク
ー
ル
。
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ

る
消
火
訓
練
・
起
震
車
に
よ
る

震
度
７
の
巨
大
地
震
体
験
・
教

室
に
煙
を
充
満
さ
せ
た
煙
体
験
・

ペ
ッ
ト
シ
ー
ト
と
新
聞
紙
を
活

用
し
た
簡
易
ト
イ
レ
作
り
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
防
災
に
つ
い
て

学
ん
だ
。

　

午
後
か
ら
は
「
広
村
堤
防
」

や
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」「
湯
浅

町
重
伝
建
地
区
」
な
ど
を
巡
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

「
世
界
津
波
の
日
」
の
制
定
意
義

や
梧
陵
翁
の
功
績
、
さ
ら
に
往

時
の
湯
浅
の
生
活
様
式
や
産
業

（
醤
油
）
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
歓
迎
ア
セ
ン
ブ

リ
ー
や
防
災
ス
ク
ー
ル
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
自
ら
名
乗
り

を
上
げ
た
約
１
２
０
名
の
本
校

生
徒
が
説
明
や
エ
ス
コ
ー
ト
を

担
当
し
た
。
当
日
は
オ
ー
ル
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で
海
外
か
ら
の

高
校
生
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

梧
陵
の
生
き
様
や
在
り
方
、
郷

土
、
自
校
へ
の
認
識
を
さ
ら
に

深
め
る
素
晴
ら
し
い
経
験
と
な

っ
た
。
参
加
し
た
生
徒
は
、「
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

ぐ
ら
い
の
集
中
力
で
準
備
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
極
度
に
緊
張

し
た
が
、
努
力
し
た
分
、
自
分

の
英
語
が
伝
わ
っ
た
と
き
の
喜

び
や
達
成
感
は
ひ
と
し
お
で
し

た
」
と
、
充
実
感
と
自
信
に
満

ち
た
笑
顔
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

フィールドワーク

広村堤防にて 防災スクール　簡易トイレ作り

防災スクール　消火訓練

　
「
世
界
津
波
の
日
」高
校
生
サ
ミ
ッ
ト

若
き
防
災
大
使　

和
歌
山
県
プ
ロ
グ
ラ
ム　

メールアドレス　j imukyoku@taikyukai .net

ei-kobata@kbts.jp

柏　原　政夫美（高19期）
〒 643-0032 有田郡有田川町天満 60 ‒ 1

ＴＥＬ（0737）52－ 5235
ＦＡＸ（0737）52－ 5630

衣奈不動産鑑定所
有限会社

〒643-0004

不動産鑑定士　衣奈 伸和
（高18期）

湯浅町湯浅2026-5 豊國ビル
TEL 0737－65－3066
FAX 0737－62－4066
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●
目　

的

　

社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
本
校
卒
業
生
の
方
々
か
ら
、
自
ら

の
「
生
き
様
」
や
「
人
や
社
会
と
の
関

わ
り
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
を
お
聞
き

し
、
そ
れ
に
関
し
て
生
徒
が
質
問
や
感

想
等
を
出
し
合
い
、
社
会
へ
の
理
解
や

認
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
に
至
る
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
努
力
や
葛

藤
、
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
お

聞
き
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
将
来
へ
の

展
望
や
設
計
に
対
し
て
、
前
向
き
、
具

体
的
に
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
。

●
日　

時
： 

平
成
28
年
10
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　

 

13
時
00
分 

〜 

15
時
50
分

●
対　

象
： 

第
１
学
年
（
２
０
３
名
）

●
概　

要

•
約
60
分
間
の
ゼ
ミ
を
、
生
徒
を
変
え

て
、
２
回
実
施
。

•
ゼ
ミ
は
、
講
師
先
生
お
一
人
と
、
約

10
名
の
生
徒
で
構
成
。

•
ゼ
ミ
の
内
容
は
、
上
記
目
的
に
則
し

た
講
師
先
生
か
ら
の
講
話
と
、
生
徒

と
の
質
疑
応
答
等
。

•
各
班
ご
と
に
１
教
室
を
使
用
。
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
使
用
。

●
生
徒
感
想
文

　

お
話
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、「
大
学
時
代
に
さ
ま
ざ
ま
な

バ
イ
ト
を
し
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
合

う
も
の
を
選
べ
ば
い
い｣

と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
私
は
ま
だ
将
来
、

何
を
し
た
ら
い
い
か
が
決
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
時
、
石
田
さ
ん
の
お
話

を
聞
い
て
、
こ
の
よ
う
な
将
来
の
決
め

方
も
あ
る
ん
だ
な
と
、
一
つ
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
進
学
を
目
標

に
勉
学
に
励
も
う
と
思
い
ま
す
。

１
‐
６　

上
野
山　

幸

　

中
前
さ
ん
の
お
話
で
一
人
前
の
人
と

し
て
生
き
て
い
く
為
に
大
切
な
こ
と
を

た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。
特
に
就
職

一
年
目
の
お
話
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
担
当
し
て
い
た
患
者
さ
ん

の
死
と
い
う
大
き
な
悲
し
み
を
経
験
さ

れ
、
一
歩
前
に
前
進
で
き
た
中
前
さ
ん

は
か
っ
こ
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
立
ち
直
れ
な

い
ほ
ど
の
大
き
な
挫
折
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
ほ
ん
の
少
し
の
き
っ
か
け
を
自

分
の
も
の
に
し
て
、
自
分
を
成
長
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
学
校
生
活
で
自
分
を
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

１
‐
２　

土
岐　

侑
成

　

谷
岡
さ
ん
の
志
学
ゼ
ミ
を
受
け
て
私

が
一
番
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
は
社
会
の

マ
ナ
ー
や
人
間
性
を
き
ち
ん
と
守
る
と

言
う
こ
と
で
す
。
社
会
に
出
る
為
に
大

事
な
の
は
勉
強
だ
け
で
は
な
い
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
私
自
身
が
可
燃
性
に

な
れ
て
い
る
か
と
考
え
て
い
た
時
、
人

か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
不
安
で
答

え
ら
れ
な
か
っ
た
私
に
、「
自
信
持
っ

て
」
と
優
し
く
言
っ
て
下
さ
っ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
日
常
生
活
を
送
る
上

で
〝
あ
り
が
と
う
〞
や
〝
お
か
げ
さ
ま
〞

と
い
っ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
謙

虚
な
気
持
ち
を
忘
れ
ず
日
々
頑
張
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。1

‐
5　

太
田　

和
希

志学ゼミ講師の先生方　
卒年 氏　名 勤　務　先
S59 青山　歓生 和歌山工業高等専門学校
H12 石田　義貴 株式会社フォーラル
H7 石橋　昭人 済生会和歌山病院
S61 狗巻　正紀 ㈱島精機製作所
S49 浦口　高典 県議会議員、ニッケンスクール高典塾・代表

H26 小幡　和輝 和歌山大学生、学生起業家、
和歌山活性プロジェクトWAKA 代表

H12 小畑　智哉 （株）タイランホールディングス PLUS ONE
S60 貞　　喜子 有田市立病院
S55 田中　誠二 ㈱エデュケーションリンクス
S59 谷井　康人 谷井農園
S52 谷岡　義則 きのくに信用金庫　公務・地域サービス室
H23 中前　匡揮 角谷整形外科病院

H41 西　　博義 稲むら火の館・名誉館長、
わかやまスポーツ伝承館（週1日）　

H15 濃中　里奈 きび森の保育所
S59 原山　享大 （有）フィールドハウス　
H15 的場　亮介 田甫モータース
H24 湊　　彩実 有田川町役場
S57 宮井　将博 宮井クリニック
H13 森本　真輔 （株）丸十家具
H13 山本　英之 和歌山県庁  商工観光労働総務課

【敬称略】　

第
２
回
「
志
学
ゼ
ミ
」

「同窓会館建設」夢の実現にご理解とご協力を！

総合ビルメンテナンス ・ 特定人材派遣

取締役会長
代表取締役
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「
先
生
！
そ
れ
は
僕
の
役
目
で
す
。代
わ
っ

て
く
だ
さ
い
！
」
大
き
な
声
で
列
の
先
頭
に

向
か
っ
て
急
ぐ
男
子
生
徒
。
そ
の
と
き
聞
い

た
真
剣
な
生
徒
の
声
は
今
で
も
耳
に
響
く
。

そ
れ
は
昨
年
11
月
24
日
、「
世
界
津
波
の
日
」

を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
津
波
防
災
に
関
す

る
「
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
の
行
事
で
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

世
界
津
波
の
日
は
一
昨
年
末
の
国
連
総
会

で
、
わ
が
耐
久
高
校
の
創
立
者
・
濱
口
梧
陵

翁
の
偉
業
が
原
点
に
な
り
、
11
月
5
日
と
制

定
さ
れ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
、
前
日
に
16
か
国
１
２
７
名
の
高

校
生
が
耐
久
高
校
を
訪
問
し
、
稲
む
ら
の
火

の
館
で
も
体
験
学
習
が
実
施
さ
れ
た
。

　

私
は
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
名
誉
館
長
と

し
て
午
後
の
一
行
の
訪
問
に
備
え
る
と
と
も

に
、
朝
か
ら
校
内
で
開
催
さ
れ
た
歓
迎
会
、

全
体
集
会
、
消
火
訓
練
、
地
震
体
験
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
も
見
守
っ
た
。

　

世
界
各
国
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
な
生
徒
た

ち
と
英
語
で
語
り
合
う
耐
久
生
は
、
い
つ
も

よ
り
も
た
く
ま
し
く
、
輝
い
て
見
え
た
。

　

私
は
、四
年
前
に
政
界
を
引
退
し
て
か
ら
、

地
元
有
田
に
帰
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。
地

元
で
は
母
校
・
耐
久
高
校
の
話
題
が
よ
く
出

る
が
、「
最
近
の
耐
久
生
は
よ
く
挨
拶
し
て

く
れ
る
」
と
か
、「
服
装
が
き
っ
ち
り
し
て

い
る
」
と
い
う
話
を
聞
く
。
何
度
と
な
く
教

室
に
お
邪
魔
し
て
授
業
の
様
子
を
見
せ
て
も

ら
っ
て
も
、
熱
心
に
授
業
に
集
中
し
、
先
生

の
講
義
も
興
味
深
い
。

　

し
か
し
、
数
年
前
ま
で
は
耐
久
高
校
の
評

判
は
思
わ
し
く
な
い
状
況
が
続
き
、
同
窓
会

で
も
学
校
か
ら
現
状
を
聞
い
た
り
し
て
、
現

状
を
打
開
す
る
方
策
を
議
論
し
て
き
た
。

　

２
０
１
４
年
春
、
耐
久
高
校
に
清
水
博
行

校
長
が
着
任
さ
れ
、
翌
年
に
「
耐
久
リ
バ
ー

ス
」
と
呼
ば
れ
る
教
育
方
針
を
発
表
さ
れ
た

の
を
機
会
に
、
校
長
の
方
針
を
支
え
よ
う
と

「
母
校
の
現
状
と
未
来
を
考
え
る
会
」
を
、

新
た
に
「
耐
久
リ
バ
ー
ス
を
支
援
す
る
会
」

と
名
称
を
変
更
し
て
校
長
を
支
え
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
窓
会
役
員
の
経
験
も
な
い
私

に
は
荷
が
重
く
、
せ
め
て
で
き
る
だ
け
頻
繁

に
学
校
へ
行
こ
う
と
、
月
に
一
回
を
目
標
に

学
校
に
通
い
始
め
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
学
校
が
1
学
年
を
対
象
に
企

画
し
て
い
る
「
志
学
ゼ
ミ
」
に
20
名
の
講
師

陣
と
し
て
同
窓
生
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　

二
年
目
の
昨
秋
は
幸
い
に
も
、
私
自
身
も

講
師
と
し
て
教
壇
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
、

後
日
生
徒
か
ら
丁
寧
な
お
手
紙
を
い
た
だ

き
、
感
激
し
た
。

　

一
昨
年
の
12
月
23
日
に
は
国
連
で
世
界
津

波
の
日
が
採
択
さ
れ
た
折
に
は
、
す
ぐ
に
大

西
会
長
に
お
願
い
し
て
校
舎
正
面
と
線
路
側

に
記
念
懸
垂
幕
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
新
年

早
々
、
祝
賀
の
垂
れ
幕
が
校
舎
正
面
を
飾
っ

た
。

　

校
長
は
じ
め
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
献

身
的
な
努
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

耐
久
高
校
再
生
へ
の
道
は
、
容
易
な
道
の
り

で
は
な
い
。

　

卒
業
生
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
、
地
域
発
展
の
た
め
に
も
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
。

　

濱
口
梧
陵
翁
の
生
誕
は
１
８
２
０
年
6
月

15
日
、
生
誕
２
０
０
年
ま
で
あ
と
3
年
と

な
っ
た
。
耐
久
高
校
に
関
係
す
る
全
て
の
人

が
、
梧
陵
翁
の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、

「
地
域
社
会
の
た
め
に
」
と
い
う
翁
の
精
神

を
受
け
継
ぐ
機
会
に
し
た
い
も
の
だ
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
昭
和
23
年
10
月
3
日
生
ま
れ

・
昭
和
42
年
3
月　

耐
久
高
校
卒
業

・
昭
和
48
年
3
月　

徳
島
大
学
大
学
院
修
了

・
平
成
4
年
11
月　

和
歌
山
工
業
高
専
退
官

・
平
成
5
年
7
月　

衆
議
院
議
員
初
当
選

・
平
成
24
年
11
月　

衆
議
院
議
員
引
退

・
平
成
28
年
3
月　

現
職

「高校生サミット」稲むらの火の館にて

耐
久
リ
バ
ー
ス
を
支
援
す
る
会 

代
表　

西 　

博 

義
（
高
19
期
）

今
こ
そ
、濱
口
梧
陵
翁
の
精
神
に
学
ぼ
う

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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7
月
、
則
岡
会
長
が
急
逝
と
い
う
訃
報
を
聞
き
、
幹
事
一

同
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
3
月
の
末
に
、
み
ん

な
で
和
歌
山
牟
三
荘
を
訪
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
と

き
、
あ
ん
な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
一
緒

に
関
西
耐
久
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
な
喪
失
感
を
も
ち
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
10
月
に
は
い
つ
も
の
総
会
が
待
っ
て
い
ま
す
。

各
期
の
幹
事
が
さ
ら
に
力
を
込
め
同
期
の
方
に
お
知
ら
せ
を

し
、
出
席
者
を
募
り
ま
し
た
。
18
期
の
方
々
も
「
ヒ
ロ
ム
が

寂
し
が
る
か
ら
」
と
有
田
か
ら
出
席
。
各
地
の
耐
久
会
の
代

表
様
、
湯
浅
・
広
川
両
町
長
様
、
耐
久
高
校
校
長
・
教
頭
・

事
務
局
長
様
を
加
え
、
１
３
０
名
の
参
加
で
、
今
年
も
盛
大

に
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

則
岡
宏
牟
会
長
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
10
期
の
萩
平
・
13

期
の
菊
山
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
コ
ン
ビ
の
リ
ー
ド
の
も
と
、
声
高

ら
か
に
校
歌
の
斉
唱
か
ら
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
西
田
副

会
長
（
12
期
）
が
、
則
岡
会
長
の
遺
志
を
引
き
継
い
で
今
後

も
関
西
耐
久
会
を
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
く
と
力
強
く
挨

拶
を
し
、本
部
同
窓
会
大
西
義
弘
会
長
の
心
温
ま
る
ご
祝
辞
、

清
水
博
行
校
長
か
ら
耐
久
高
校
生
の
頑
張
り
の
ご
報
告
を
い

た
だ
き
、
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
落
語
会
で
す
。
桂
福
車
師
匠
に
よ
る
本
物
の
落
語

「
酒
の
粕
」「
ね
ず
み
」
の
2
題
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
和
や

か
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て
、
テ

レ
ビ
に
出
て
く
る
よ
う
な
福
車
師
匠
が
耐
久
会
に
？
何
と
、

10
期
の
山
本
文
代
さ
ん
と
12
期
の
中
崎
栄
子
さ
ん
が
師
匠
の

叔
母
さ
ん
だ
っ
た
の
で
す
。
師
匠
も
お
ば
ち
ゃ
ん
に
は
か
な

い
ま
せ
ん
。
お
忙
し
い
中
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
前
に
上
山
湯
浅
町
長
、
西
岡
広
川
町
長
か
ら
町

の
様
子
を
聞
き
、
7
期
梅
本
元
虎
風
荘
寮
長
の
乾
杯
の
ご
発

声
で
懇
親
会
開
始
。
19
期
の
曽
根
さ
ん
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
で
、

懇
親
会
も
盛
り
上
が
り
、
み
ん
な
で
歌
い
楽
し
い
雰
囲
気
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
若
者
の
最
後
の
エ
ー
ル
も
恒
例

に
な
り
ま
し
た
。
紀
州
の
味
覚
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
横
山

前
会
長
の
ご
尽
力
で
早
朝
に
湯
浅
か
ら
運
ん
で
く
れ
、
そ
れ

を
幹
事
が
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
期
の
方
が
増
え
、
関
西
耐
久
会
の
広
が
り
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
毎
年
15
期
の
出
席
が
多
く
、

幹
事
の
努
力
に
感
謝
で
す
。
19
期
も
地
道
に
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
31
期
32
期
の
参
加
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
宮
崎
・

鈴
木
司
会
コ
ン
ビ
の
影
響
大
で
す
。

　

来
年
は
10
月
１
日
（
日
）
で
す
。
ど
の
よ
う
な
お
話
が
聞

け
て
、ど
ん
な
び
っ
く
り
が
あ
る
の
か
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
楽
し
い
会
が
出
来
る
の
も
、
年
間
を
通
じ
て

幹
事
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
地
道
に
和
や
か
に
続
け

て
い
る
か
ら
で
す
。
ぜ

ひ
、
来
年
度
は
準
備
会

に
も
参
加
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

幹
事
長　
　
　
　
　
　

地
引 
民
子
（
高
17
期
）

　

平
成
28
年
9
月
15
日
（
木
）、
有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

に
於
い
て
、恒
例
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

多
く
の
新
し
い
方
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
10
組
40
名
の

盛
会
と
な
り
ま
し
た
。皆
さ
ん
ス
コ
ア
を
気
に
し
な
が
ら
も
、

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
大
西
裕
さ
ん
（
57
年
卒
）
が
グ
ロ
ス
89
、
ネ
ッ
ト

６
９
．
８
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
、
グ

ロ
ス
75
の
森
口
郁
夫
さ
ん
（
45
年
卒
）
で
し
た
。

　

次
回
は
、
3
月
22
日
（
水
）
に
、
有
田
東
急
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
御

参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柏
原　

政
夫
美
（
高
19
期
）

　

十
月
二
十
九
日
（
土
）
秋

の
バ
ス
旅
行
を
「
は
と
バ
ス

ツ
ア
ー
」
を
利
用
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
富
士
ス
バ
ル

ラ
イ
ン
で
、
紅
葉
の
富
士
山

五
合
目
（
散
策
）
―
―
富
士

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
（
昼
食
バ
イ

キ
ン
グ
）
―
―
忍
野
八
海
（
富

士
山
の
湧
水
に
よ
る
神
秘
な

池
見
学
）
―
―
山
梨
ぶ
ど
う

狩
り
（
食
べ
放
題
）
と
、
当

日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

大
変
有
意
義
な
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

東　

健
次
（
高
13
期
）

関
西
耐
久
会

秋
晴
れ
や
傷
心
癒
す
耐
久
会

有
田
耐
久
会

第
16
回
有
田
耐
久
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

関
東
耐
久
会

関
東
耐
久
会 

秋
の
行
事

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。（事務局）



耐久高等学校同窓会報　　　　第39号（ 7 ）

　

平
成
28
年
10
月
9
日
、
秋
の
三
連
休
の
中
日

に
、
昭
和
60
年
卒
業
生
同
窓
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

　

耐
久
高
校
同
窓
会
で
は
、
50
歳
の
年
に
学
年

同
窓
会
の
開
催
を
推
奨
し
て
お
り
、
案
内
状
の

経
費
負
担
等
の
支
援
制
度
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

さ
て
私
達
は
丙
午
（
ひ
の
え
う
ま
）
生
ま
れ

の
た
め
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
ガ
ク
ン
と
凹
ん

で
い
る
激
減
の
学
年
で
、
競
争
の
な
い
、
ゆ
る

い
学
年
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
か
、

我
が
学
年
は
各
々
が
友
達
が
多
く
、
ク
ラ
ス

を
越
え
た
交
友
や
絆
の
強
い
学
年
だ
と
思
い
ま

す
。

　

同
窓
会
は
１
５
４

名
と
恩
師
5
名
の
出

席
と
な
り
ま
し
た
。

自
慢
な
の
は
2
次
会

出
席
者
が
、
な
ん
と

１
３
２
名
と
い
う
事

で
す
。
本
当
に
幹
事

一
同
、
嬉
し
く
て
た

ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

司
会
の
伊
藤
正
人

君
の
開
会
宣
言
の

後
、
私
・
川
島
の
代

表
幹
事
の
開
会
の
辞
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
に
続

き
、
恩
師
を
代
表
し
て
田
辺
先
生
の
ご
挨
拶
、

柏
原
先
生
の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
、
大
宴
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
児
嶋
浩
君
が
制
作
し
た
思

い
出
の
ビ
デ
オ
「
僕
ら
の
耐
久
高
校
物
語
」
の

上
映
で
、
笑
い
と
感
動
が
あ
ふ
れ
、
そ
し
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
ク
イ
ズ
大
会
で
一
気

に
会
場
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
中
盤
に

は
耐
久
高
校
の
歴
史
と
、
創
設
者
の
濱
口
梧
陵

に
つ
い
て
も
ス
ク
リ
ー
ン
で
解
説
、
紹
介
し
ま

し
た
。

　

最
後
は
延
明
敏
治
君
の
掛
け
声
と
共
に
、
全

員
肩
を
組
ん
で
の
校
歌
斉
唱
、
そ
し
て
髙
垣
安

弘
君
の
閉
会
の
挨
拶
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
耐
久
高
校
の
同
窓
生
で
あ
る
こ
と
を

誇
り
に
感
じ
、
そ
し
て
こ
の
学
年
の
皆
と
同
級

生
で
あ
り
、
友
で
あ
る
事
に
、
嬉
し
さ
と
感
謝

で
あ
ふ
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
日
来
ら
れ
な
か
っ
た
同
級
生
、

そ
し
て
先
輩
・
後
輩
の
皆
さ
ん
に
、
私
達
の
ビ

デ
オ
「
僕
ら
の
耐
久
高
校
物
語
」
を
ご
覧
頂
け

た
ら
幸
い
で
す
。

　

https://youtu.be/EPw
uW
ahoM

i4

幹
事
代
表　

川
島　

忠
弘

　

十
月
二
十
二
日
（
土
）
和
歌

山
市
の
ホ
テ
ル
「
ア
バ
ロ
ー
ム

紀
の
国
」
に
お
い
て
、
十
七
期

同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
十
七
期
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
る
四
年
に
一

度
、
全
ク
ラ
ス
に
呼
び
か
け
開

い
て
い
ま
す
。
今
回
は
出
席
予

定
の
数
名
か
ら
直
前
に
欠
席
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
が
、
四
十
八

名
（
男
子
二
十
八
名
・
女
子

二
十
名
）
が
出
席
し
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

受
付
を
済
ま
し
ホ
テ
ル
内
の

ス
タ
ジ
オ
で
集
合
写
真
を
撮
影

し
、
会
場
へ
移
動
、
開
会
に
先

立
ち
物
故
者
の
ご
冥
福
を
祈
り

黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

開
会
の
ス
タ
ー
ト
は
全
員
声

高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
。
幹
事

代
表
の
挨
拶
に
続
き
、
戸
石
昌

男
君
の
発
声
で
乾
杯
、
健
康
で

古
稀
を
迎
え
、
四
年
ぶ
り
の
集

い
を
喜
び
、
懇
親
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

前
回
同
様
に
欠
席
者
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
プ
リ
ン
ト
し
配

布
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
懇
親

会
の
中
程
で
出
席
者
全
員
に
マ

イ
ク
を
回
し
近
況
報
告
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

可
愛
い
孫
守
の
こ
と
、
趣
味

や
夫
婦
で
楽
し
ん
で
い
る
旅
行

の
こ
と
、
ま
だ
ま
だ
元
気
で
現

役
で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
や
病

気
や
薬
の
こ
と
等
々
、
古
稀
を

迎
え
た
同
級
生
な
ら
で
は
の

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
楽
し
い

ス
ピ
ー
チ
が
続
き
ま
し
た
。

　

約
三
時
間
の
宴
会
も
早
々
と

お
開
き
と
な
り
、
幹
事
を
代
表

し
籠
谷
伸
一
郎
君
の
挨
拶
と
一

本
締
め
で
次
回
「
東
京
五
輪
」

の
年
の
再
会
を
誓
い
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

　

お
開
き
の
後
は
前
回
と
同
じ

く
ホ
テ
ル
内
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

で
、
出
席
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
集

ま
り
第
二
ラ
ウ
ン
ド
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
次
回
も
よ
り
多
く
の
参
加

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幹
事
代
表　

竹
内　

雅
昭

組織強化支援活動

高37期

高
校
十
七
期
同
窓
会「
古
稀
に
集
う
」

高17期

第
三
十
七
期
同
窓
会

同窓の情報交換のスペースとして会報を活かしましょう。

東　　　猛　嗣　（高21期）
TEL 073－483－5535
FAX 073－483－5556

●海　南　店／海南市日方1521-19

経営サービス協同組合
理事長　東　　　猛　嗣

（高21期）　　　
〒642-0032　海 南 市 名 高 5 0 2 - 3

TEL 073－483－7874
FAX 073－483－1015
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卒
業
し
て
早
４
年
、
私
た
ち
65
期
生
は
平
成
29

年
1
月
2
日
に
橘
家
で
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
卒
業
４
年
後
の
開
催
は
耐
久
高
校
で
は
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
す
。
以
下
に
同
窓
会
の
様
子
と
あ

わ
せ
て
幹
事
団
の
主
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
幹
事
団
は
同
窓
会
開
催
の
半
年
ほ
ど
前

に
顔
合
わ
せ
を
す
べ
く
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
い
連
絡
を
取

り
合
い
、
そ
の
後
全
体
で
の
打
ち
合
わ
せ
を
計
３

回
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
幹
事
団
の
中
に
は
遠
方

で
暮
ら
し
て
い
る
人
や
仕
事
の
都
合
上
打
ち
合
わ

せ
に
参
加
出
来
な
い
人
も
い
た
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
り
随
時
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
役
割
分
担
を
明
確
に
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
65
期
生
１
５
８
名
、
3
年
次
担
任
・
副

担
任
の
恩
師
4
名
、
計
１
６
２
名
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。
開
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
幹
事
代

表
挨
拶
を
行
い
、
そ
の
後
は
恩
師
代
表
で
宮
崎
先

生
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
頂
き
い
よ
い
よ
同
窓
会

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
ビ
ン
ゴ
大
会
・
男

女
別
グ
ラ
ン
プ
リ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
の
３
点
を
計
画

し
ま
し
た
。
は
じ
め
の
ビ
ン
ゴ
大
会
に
つ
い
て

は
、
目
玉
と
な
る
商
品
を
決
定
し
た
う
え
で
全
体

の
予
算
を
考
え
、
商
品
の
購
入
は
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
利
用
し
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
利
用
す
る
決
め
手
と
な
っ
た
の
は
、
主
要
商

品
が
現
物
で
は
な
く
パ
ネ
ル
と
目
録
（
商
品
引
き

換
え
申
込
書
）
で
あ
っ
た
た
め
、
当
日
に
商
品
の

持
ち
帰
り
が
な
く
参
加
者
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
実
際
に
パ
ネ
ル
に
よ
る

商
品
掲
示
、
目
録
に
よ
る
商
品
の
贈
呈
は
好
評
を

い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
次
に
男
女
別
グ
ラ

ン
プ
リ
は
「
学
力
・
運
動
・
お
笑
い
・
ル
ッ
ク
ス
」

の
４
部
門
に
お
い
て
当
日
参
加
者
の
中
で
№
１
を

決
定
す
る
事
と
し
ま
し
た
。
当
日
の
受
付
時
に
参

加
者
名
簿
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
開
会
ま

で
に
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
同
窓
会
の
終
盤
で
発
表
し
、
受
賞
者
に
は

５
０
０
円
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
の
贈
呈
と
記
念
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。
反
省
点
と
し
て
は
、
数
名
の
幹
事

に
よ
り
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
集
約
す
る
事

が
予
想
以
上
に
時
間
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
事
で

し
た
。
事
前
作
成
し
た
書
類
（
参
加
者
名
簿
・
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
）
や
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
等
、

幾
つ
か
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
大
盛
況
で
終
え
る

事
が
出
来
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
に
つ
い
て
は
閉
会
直
前
に
約
15
分

間
に
わ
た
り
高
校
時
代
の
写
真
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
あ
わ

せ
て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
上
映
し
ま
し
た
。
又
、

当
日
参
加
出
来
な
か
っ
た
恩
師
の
方
々
よ
り
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
会
場
は
歓
喜
に
溢
れ
た
様
子

で
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
の
準
備
期
間
中
は
写
真
の

収
集
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
編
集
、
実
際
に
耐
久
高
校
へ
出
向

く
な
ど
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
皆
さ
ん
の
反
応
を

見
る
と
本
当
に
や
っ
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
感
極

ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
開
会
か
ら
約
2
時
間
半
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
終
始
笑
顔
に
溢
れ
た
同

窓
会
が
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
を
通
じ
て
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

に
感
じ
た
事
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
共

通
し
て
一
人
一
人
が
「
仲
間
」
の
大
切
さ
を
改
め

て
感
じ
た
事
で
し
ょ
う
。
4
年
ぶ
り
の
再
会
と

な
っ
た
今
回
の
同
窓
会
で
も
、
あ
の
頃
と
変
わ
ら

な
い
様
子
で
笑
い
あ
え
る
「
仲
間
」
が
い
る
事
は

本
当
に
幸
せ
な
事
で
す
。
高
校
時
代
に
苦
楽
を
共

に
し
た
か
け
が
え
の
な
い
時
間
は
こ
れ
か
ら
も
私

た
ち
65
期
生
の
成
長
の
糧
と
な
り
続
け
て
い
く
事

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
更
に
成
長
し
た
姿
で
次
回
会

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

幹
事
代
表　
　

梅
本　

健
太
郎

組織強化支援活動

「同窓会を終えて」 高65期

洋ラン専門

杉  浦  園  芸
 杉浦 美也子（高25期）
〒649-0313 有田市千田1555
ＴＥＬ（０７３７）８２－２９５５
ＦＡＸ（０７３７）８２－０３０５

貸し出し用校章小旗と名札を用意しています。同期会の集いに、ご利用下さい。（事務局）

医療法人大和会

宮井　將博（高３４期）
（一部予約制）　泌尿器科　一般外科　

ＴＥＬ　０７３７－２２－３３３３
和歌山県有田市宮原町須谷533－1〒649－0433

診療時間　午前９：００～１２：００　午後４：００～６：３０　　休　診　木，土午後・日・祝日
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　　　　　　　　　　　　　　　27 年度予算・決算書　　　　　　　　　耐久高等学校同窓会
平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日

1. 収入の部    
27 年度予算額 27年度決算額 増　　　減 備　　　　　考

入 会 金 1,030,000 1,027,500 -2,500 全日制 201名＊5,000定時制 9名＊2,500
会 報 広 告 100,000 98,950 -1,050 会報３６・３７号広告代
会 報 協 賛 金 150,000 118,920 -31,080 有田耐久会他より
寄 付 金 150,000 0 -150,000 
雑 収 入 30,000 5,318 -24,682 預金利息他
収 入 計 1,460,000 1,250,688 -209,312 
前 期 繰 越 金 1,389,838 1,389,838 0 
積 立金会計より 3,894,992 3,894,992 0 史学館整備費
収 入 合 計 6,744,830 6,535,518 -209,312 

2. 支出の部    
27 年度予算額 27年度決算額 増　　　減 備　　　　　考

１．運　営　費
会 議 費 20,000 840 -19,160 役員会
渉 外 費 30,000 5,000 -25,000 タイムス広告費
負 担 金 40,000 31,000 -9,000 県高等学校同窓会連絡協議会参加費他
旅 費 100,000 102,200 2,200 各支部総会出席旅費他
運 営 費 計 190,000 139,040 -50,960 

２．活　動　費
総 会 費 300,000 85,734 -214,266 総会諸費用
母 校 援 助 費 4,494,992 4,485,836 -9,156 史学館整備費・全国大会出場祝他
同 窓 会 報 費 600,000 505,234 -94,766 会報 36・37号印刷、郵送代他
助 成 費 150,000 160,200 10,200 各支部・期への援助
雑 費 140,000 17,997 -122,003 振込料他
活 動 費 計 5,684,992 5,255,001 -429,991 

３．諸　　　費
事 務 費 40,000 9,036 -30,964 切手、はがき代他
慶 弔 費 80,000 10,050 -69,950 記念品他
払 戻 金 50,000 5,000 -45,000 転出生
諸　 費　 計 170,000 24,086 -145,914 
支　 出　 計 6,044,992 5,418,127 -626,865 

４．繰　出　金
基 本 金 103,000 102,750 -250 きのくに信金定期へ
積 立 金 0 0 0 
同窓会館設立基金 100,000 100,000 0 ゆう貯定額へ
繰 出 金 計 203,000 202,750 -250 

５．予　備　費 496,838 0 -496,838 
支 出 合 計 6,744,830 5,620,877 -1,123,953 
次 期 繰 越 金 914,641 

同窓会会計について
※収入…27年度は、入会金として全日制 5,000 円・定時制 2,500 円を終身会費として頂いています。（中途転校・

退学の場合は返金）他に同窓生各期や個人からの協賛金や寄付金など。
※支出…クラブ支援、国際交流、講演会、会報などの学校援助に直接・間接に還元。卒業後は、同窓生間や母校の情

報を名簿や会報を通じて提供、各期の同窓会開催に援助、母校の支援、会の運営費ほか。

郵便振替口座の開設について（口座番号）00900-5-298293（口座名称）和歌山県立耐久高等学校同窓会（加入者払込局）湯浅郵便局
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僕
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
、
現
在
二
十
二

名
と
顧
問
の
先
生
と
と
も
に
、

和
歌
山
県
ベ
ス
ト
４
を
目
標

に
日
々
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ

た
、
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
和
歌

山
県
大
会
で
は
、
田
辺
工
業
高

校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
開

始
序
盤
か
ら
相
手
の
ペ
ー
ス
で

試
合
を
展
開
さ
れ
、
最
大
20
点

差
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
チ
ー

ム
の
雰
囲
気
も
だ
ん
だ
ん
悪
く

な
り
、「
こ
の
ま
ま
負
け
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
」
と
弱
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
逆

境
の
中
、
キ
ャ
プ
テ
ン
が
「
ま

だ
ま
だ
い
け
る
ぞ
。
追
い
つ
け

る
ぞ
」
と
チ
ー
ム
全
体
に
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
の
お
か
げ
で
、
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
が

変
わ
り
、
少
し
ず
つ
点
差
を
詰
め
、
試

合
終
盤
で
20
点
差
を
追
い
つ
き
、
最
終

的
に
は
75
対
70
で
逆
転
勝
ち
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
の
二
回
戦
で
は
、

和
歌
山
北
高
校
に
敗
れ
て
し
ま
い
、
ベ

ス
ト
４
に
は
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、こ
の
大
会
で
は
、「
最

後
ま
で
諦
め
な
い
心
と
、
仲
間
と
喜
び

を
分
か
ち
合
う
嬉
し
さ
」
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ

和
歌
山
県
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
新
人

戦
や
県
高
校
総
体
で
活
か
せ
る
よ
う
に
、

ま
た
一
か
ら
気
を
引
き
締
め
て
毎
日
の

練
習
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。主

将　

２
年　

嶋
田　

日
向

『
編
集
後
記
』

　
「
世
界
津
波
の
日　

高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
」
の
事

前
学
習
と
し
て
16
ヵ
国
の
高
校
生
が
湯
浅
・
広
川

町
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
本
校
生
徒

１
２
０
人
が
重
伝
建
地
区
や
広
村
堤
防
な
ど
を
英

語
で
案
内
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
耐
久
は
県
下

高
校
の
国
際
交
流
の
先
駆
け
、
立
派
に
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

表
紙
の
ロ
ン
グ
ハ
イ
キ
ン
グ
（
高
野
山
か
ら
有

田
川
町
清
水
ま
で
）
は
昭
和
55
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
前
年
、
当
時
の
先
生
方
数
人
が
40
㎞ 

を
歩
き
企
画
立
案
し
、
今
や
伝
統
的
な
名
物
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
夏
、
本
校
に
保
管
さ
れ
て
い
た
膨
大
な
数
の

蔵
書
整
理
作
業
が
行
わ
れ
、
和
大
の
先
生
や
学
生
、

同
窓
会
役
員
な
ど
数
十
人
が
作
業
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
作
業
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

特
集
は
「
耐
久
リ
バ
ー
ス
を
支
援
す
る
会
」
代

表
の
西
博
義
さ
ん
。
最
近
の
耐
久
生
の
様
子
や「
志

学
ゼ
ミ
」
へ
の
参
加
な
ど
耐
久
へ
の
熱
い
思
い
が

語
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
西
・
関
東
・
有
田
耐
久
会
の
催
し
、
各
期
同

窓
会
の
に
ぎ
や
か
な
記
事
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

37
期
生
は
50
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
絆
」
で
は
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
文
武
両
道
を
目
指
し
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

会
報
編
集
で
は
、
毎
回
「
特
集
」
記
事
を
誰
に

書
い
て
も
ら
う
か
悩
み
ま
す
。
若
い
世
代
の
執
筆

も
期
待
し
て
い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

楠　

本　

弘　

子
（
高
女
2８
期
）

・
旧
友
と
巡
る
京
都
は
霧
深
し

　
　
　
　
　
　

幾
星
霜
を
一
夜
で
語
る

・
紀
州
路
の
秋
は
黄
金
の
み
か
ん
山

　
　
　
　
　
　

先
人
の
汗
百
年
生
き
継
ぐ

坂　

本　

康　

寛

（
高
18
期
）

・
露
草
の
殊
更
青
く
群
れ
て
咲
く

　
　
　
　
　
　

今
年
限
り
の
蜜
柑
の
畑
に

下　

野　

香　

代

（
高
20
期
）

濃　

中　

か
よ
子
（
高
女
27
期
）

・
も
の
の
芽
の
ほ
ぐ
れ
て
匂
ふ
日
和
な
り

古　

川　

美　

代

（
高
1３
期
）

・
小
綬
鶏
の
呼
び
声
忙
し
山
笑
ふ

こ  

じ
ゅ
け
い

◎
昨
年
師
走
、
一
年
の
世
相
を
表
す
恒
例

の
「
今
年
の
漢
字
一
字
」（
主
催 

日
本
漢

字
能
力
検
定
協
会
）
に
「
金
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
理
由
は
リ
オ
五
輪
の
「
金
」
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
前
東
京
都
知
事
の
政
治

資
金
な
ど
政
治
と
「
金
」
を
巡
る
問
題
、

マ
イ
ナ
ス
「
金
」
利
の
初
導
入
、イ
チ
ロ
ー

選
手
の
大
リ
ー
グ
通
算
三
千
本
安
打
達
成

の
「
金
」
字
塔
な
ど
で
す
。

　

因
み
に
平
成
七
年
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
年
に
始
ま
っ
た
「
今
年
の
漢
字
」。

最
初
に
選
ば
れ
た
の
が
「
震
」、
Ｏ

１
５
７
食
中
毒
事
件
や
狂
牛
病
な

ど
の
発
生
で
大
騒
ぎ
し
た
翌
年
が

「
食
」。
今
回
で
二
十
二
回
目
と
な

り
ま
す
が
、
同
じ
漢
字
が
選
ば
れ
た
の
は

「
金
」
だ
け
で
、
シ
ド
ニ
ー
五
輪
（
平
成

十
二
年
）、ロ
ン
ド
ン
五
輪
（
平
成
二
四
年
）

の
年
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
思
わ
ず
三

年
後
の
東
京
五
輪
の
年
に
も
選
ば
れ
る
か

も
と
期
待
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

  
毎
年
「
漢
字
一
字
」
を
揮
毫
し
て
い
る
清

水
寺
の
森
清
範
貫
主
曰
く
「
金
に
は
最
高

の
モ
ノ
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
来
る
年
が

良
い
年
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め

て
」
書
か
れ
た
そ
う
で
す
。

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
有
田
高
女
同
窓
会
様

　
　
　

毎
回
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

絆 絆 
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
巻

部活OB・OGたちの 
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